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平成 29 年以降で改訂された新学習指導要領では，小学校段階からの「プログラミング教育」

が必修化されている．これは，「プログラミング言語」を覚えるためではなく，児童がプログラ

ミングを体験しながら論理的思考力を身に付けるための学習活動を目的としている．中学校で

は以前からプログラミングが必修であり，高等学校では，新たに「情報 I」が必修科目となり，

その中でプログラミングが入っている． 
本研究では，新学習指導要領におけるプログラミング教育の在り方を検討するために，プロ

グラミング教育の現状を調査することを目的とする．調査は新旧学習指導要領での記載の他，

実際に各都道府県の教育センターで行われている研修の実施内容等で行う． 

まず，全国教育センターでの小中高等学校教員を対象としたプログラミング教育に関する教

員研修を調査する．対象教員の学校種は，小のみ，中のみ，高のみの他，複数校種対象である

小中，中高，小中高の区分ごとに分けて行う．各区分での研修件数が充分あるか，研修内容が

適切かどうかを，特に新学習指導要領においてプログラミング教育が新たに必修化された小学

校と高等学校教員を中心に分析する．研修内容の分析にはテキストマイニングを使う． 
次に，高等学校における職業に関する 8 つの専門教科には「情報 I」を代替できる科目がそ

れぞれある．それら代替科目でのプログラミング教育内容を学習指導要領解説の記載で「情報

I」と比較・分析する．比較・分析はテキストマイニングによる語数や階層的クラスター分析で

行う． 
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まず，全国 47 都道府県教育センターでの小学校教員対象のプログラミング教育の研修を実

施しているのは 39 都道府県で，未実施だったり実施研修の種類が少なかったりして十分な研

修ではない都道府県があった．また，中学・高校教員と合同実施のため，内容が小学校に合っ

ていない研修を行っている都道府県が複数見られた。 
また，高校教員を対象とした研修は全体的に少なく，研修の機会が確保されていなかった．

情報科教員対象の研修ではプログラミング教育への対応が見られたが，研修件数は少なかっ

た．教科指定がない研修の受講対象は小中学校教員との重複が多く，プログラミング教育の動

向等を学ぶ機会となっていた． 
高等学校情報科の必修科目「情報 I」を代替できる専門教科は，「農業」「工業」「商業」「水

産」「家庭」「看護」「情報」「福祉」の 8 つである．各代替科目での「プログラム」等のプログ

ラミング教育内容を示す 5 語の個数を学習指導要領で調査した結果，旧学習指導要領解説で

は，情報の科学，工業，水産以外は少なく，0 個が 5 科目あった．新学習指導要領解説では，

「情報の科学」よりも情報 I は 5 語とも多くなっており，工業，水産，家庭，情報，福祉にお

いて，ある程度の語数が使われている．他はわずかに使われている程度である．また，プログ

ラミング内容の記載は，情報 I では合計，最大値，探索，整列等の具体的な記載があったが，

専門教科の代替科目においては具体性に欠けていた．従って代替する場合には，情報 I の内容

を充分に踏まえたうえで教える必要がある． 
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